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保証および責任

Fluke の製品はすべて、通常の使用及びサービスの下で、材料および製造上の欠陥がないことを保証します。 保
証期間は発送日から 1 年間です。 部品、製品の修理、またはサービスに関する保証期間は 90 日です。 この保証
は、最初の購入者または Fluke 認定再販者のエンドユーザー･カスタマーにのみに限られます。 さらに、ヒュー
ズ、使い捨て電池、または、使用上の間違いがあったり、変更されたり、無視されたり、汚染されたり、事故若
しくは異常な動作や取り扱いによって損傷したと Fluke が認めた製品は保証の対象になりません。 Fluke は、ソフ
トウエアは実質的にその機能仕様通りに動作すること、また、本ソフトウエアは欠陥のないメディアに記録され
ていることを 90 日間保証します。 しかし、Fluke は、本ソフトウエアに欠陥がないことまたは中断なく動作する
ことは保証しておりません。

Fluke 認定再販者は、新規品且つ未使用の製品に対しエンドユーザー･カスタマーにのみに本保証を行いますが、
より大きな保証または異なった保証を Fluke の代わりに行う権限は持っていません。 製品が Fluke 認定販売店で
購入されるか、または購入者が適当な国際価格を支払った場合に保証のサポートが受けられます。 ある国で購入
された製品が修理のため他の国へ送られた場合、Fluke は購入者に、修理パーツ／交換パーツの輸入費用を請求
する権利を保有します。

Fluke の保証義務は、Fluke の見解に従って、保証期間内に Fluke 認定サービス･センターへ返送された欠陥製品
に対する購入価格の払い戻し、無料の修理、または交換に限られます。

保証サービスを受けるには、最寄りの Fluke 認定サービス･センターへご連絡いただき、返送の許可情報を入手
してください。 その後、問題個所の説明と共に製品を、送料および保険料前払い (FOB 目的地 ) で、最寄りの 
Fluke 認定サービス･センターへご返送ください。 Fluke は輸送中の損傷には責任を負いません。 保証による修理
の後、製品は購入者に送料前払い (FOB 到着地 ) で返送されます。 当故障が、使用上の誤り、汚染、変更、事故、
または操作や取り扱い上の異常な状況によって生じたと Fluke が判断した場合には、Fluke は修理費の見積りを
提出し、承認を受けた後に修理を開始します。 修理の後、製品は、輸送費前払いで購入者に返送され、修理費お
よび返送料 （FOB 発送地） の請求書が購入者に送られます。

本保証は購入者の唯一の救済手段であり、ある特定の目的に対する商品性または適合性に関する黙示の保証をす
べて含むがそれのみに限定されない、明白なまたは黙示の他のすべての保証の代りになるものです。 データの紛
失を含む、あらゆる原因に起因する、特殊な、間接的、偶然的または必然的損害または損失に関して、それが保
証の不履行、または、契約、不法行為、信用、若しくは他のいかなる理論に基づいて発生したものであっても、
Fluke は一切の責任を負いません。

ある国また州では、黙示の保証の期間に関する制限、または、偶然的若しくは必然的損害の除外または制限を認
めていません。したがって、本保証の上記の制限および除外規定はある購入者には適用されない場合がありま
す。 本保証の規定の一部が、管轄の裁判所またはその他の法的機関により無効または執行不能と見なされた場合
においても、それは他の部分の規定の有効性または執行性に影響を与えません。
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はじめに

フルーク・キャリブレーション 4180, 4181 Precision Infrared Calibrator ( 本製品 ) は、ポイント IR 温
度計の校正に使用するポータブル機器またはベンチトップ温度校正器です。本製品は小型で現場での
使用にも最適です。またラボでの使用にも対応できる精度を有しています。

本製品の特長 : 

• 急速加熱および急速冷却

• RS-232 インターフェース機能

内蔵のプログラム可能な機能は次のとおりです : 

• 温度スキャン・レート制御

• 8 つのセットポイント・メモリー

• 調整可能な測定値 (°C または °F)

• 調節可能な放射率

温度はデジタル・コントローラによって正確に制御されています。コントローラは、高精度プラチナ 
RTD をセンサーとして使用し、ソリッド・ステート・リレー ( トライアック ) 駆動ヒーター (4181) 
および FET 駆動ペルチェ・モジュール (4180) で表面温度を制御します。

LCD ( ディスプレイ ) には現在の温度が継続的に表示されます。温度は、コントロール・ボタンを使

用して、指定範囲内の目的の温度に簡単に設定できます。本製品の複数の故障保護装置が、ユーザー
および本製品の安全と保護を確保します。

本製品を適切に使用すれば、IR 温度測定機器の正確な校正を維持することができます。本製品の安

全に関するガイドラインおよび操作手順のすべてをよくお読みください。「安全に関する情報」を参
照してください。

校正およびリモート・コマンドを含む本製品に関する詳細情報は、弊社の Web サイト 
www.flukecal.com の『4180、4181 テクニカル・ガイド』でご覧いただけます。

http://www.flukecal.com
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フルーク・キャリブレーションへのお問い合わせ

フルーク・コーポレーションは世界中で事業を展開しています。最寄りのお問い合わせ先について
は、弊社の Web サイトをご覧ください : www.flukecal.com
製品の登録、最新のマニュアルまたはマニュアルの補足情報を表示、印刷またはダウンロードするに
は、弊社の Web サイトにアクセスしてください。
Fluke Corporation
P.O.Box 9090
Everett, WA 98206-9090

+1-425-446-5500
info@flukecal.com

安全に関する情報

一般的な安全に関する情報は、本製品に付属の「安全に関する情報」文書に記載されています。この
文書は www.Flukecal.com でオンラインでも参照できます。より詳細な安全に関する情報は、このマ

ニュアルに記載されています ( 該当する場合 )。

「警告」は使用者に危険を及ぼすような条件や手順であることを示します。「注意」は本器や被測定器
に損傷を与える可能性がある条件や手順であることを示します。

本製品の安全機構の正しい作動を確認するために、以下のガイドラインによく従ってください。本製
品は、「仕様と環境条件」に従って AC 専用コンセントに接続する必要があります。本製品の電源

コードには、感電防止のために 3 極接地プラグが付いています。正しく接地されている 3 極コンセン

トに電源コードを直接差し込んでください。コンセントは、各国の規定や法令に従って設置されてい
る必要があります。有資格電気技術者にお問い合わせください。

W 注意

本製品の損傷を防ぐため、次のことを守ってください :
• 常に同じ定格、同じ電圧、同じ種類のヒューズと交換してください。

• 電源コードは、正しい定格と種類の認定コードを使用してください。

• 対象物を汚れや傷 ( こすり、ひっかき ) などの損傷から保護します。表面に汚れや損傷が

ない良好な状態の対象物の場合、より優れた測定結果が得られます。対象物を保護するた
め、本製品を使っていない場合は常にターゲット・カバーを使用してください。本製品を
輸送する際は、必ずターゲット・カバーを使用してください。ただし、目標温度が 50 °C 
を超える場合は、本製品を輸送しないようご注意ください。

• 対象物に触れないでください。皮膚からの油分および塩分は、高温での対象物の表面に永
久的な損傷を与えます。

• 対象物の表面の洗浄には液体を使用しないでください。

• 対象物の表面の洗浄に作業場のクリーナーのエアを使用しないでください。クリーナーの
エアに含まれる油分や汚染物質が表面を汚染するおそれがあります。

• 対象物の表面を洗浄するために、スプレー缶の圧縮空気 ( コンピューターのクリーニング

に使用 ) を使用しないでください。空気中の化学物質が対象物の表面を汚染するおそれが

あります。

http://www.flukecal.com
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• 対象物に氷が形成されている場合は、機器のセットポイントを 50 °C 超に変更して、余分

な氷を溶かすようにします。フロント・プレート ( 対象物 ) を拭かないでください。セッ

トポイントを 100 °C 以上に変更して、余分な水分を蒸発させます。

• 表面を無理に冷却しないでください。表面は、自然対流以外の方法で冷却しないでくださ
い。強制対流には、油分や水分が含まれることがよくあります。水であっても、表面に鉱
物の沈殿物が残ることがあります。対象物をすぐに冷却しようとすると、放射面に熱衝撃
を与えることもあります。

• 液体窒素 (LN2) を使用して対象物を急速に冷却しないでください。

• ヒューズホルダーに 115 V と表示されている場合は、本製品を 230 V に接続しないでくだ

さい。この操作によりヒューズが切れ、本製品が損傷することがあります。

• 高温で連続して使用すると、コンポーネントの寿命が短くなります。

• 校正定数の値を工場出荷時の値から変更しないでください。校正定数は、資格を持つ認定
された担当者のみが変更できます。これらのパラメーターが正しく設定されていることは、
本製品の安全および正しい操作にとって重要です。

• 漏電遮断装置を使用してください。

• 本製品は、「仕様と環境条件」に記載されている室温で常に操作してください。

• 本製品は、精密機器です。本製品の取り扱いには注意してください。校正を良好に保ち、
IR 対象物の表面を清潔に保って異物を取り除くことが重要です。

• 主電源が変動する場合は、直ちに本製品の電源を切ってください。本製品の電源を再度入
れる前に、電源電圧が安定するまで待ってください。

• 本製品は常に垂直に立てた状態で搬送してください。便利なプルアップ・ハンドルにより、
片手での持ち運びが可能です。

• 水、油、ほこり、または汚れが極端に多い環境で機器を操作しないでください。

• 可燃物の近くで操作をしないでください。

• ターゲット・カバーは、周囲温度 (25 °C) 未満で使用してください。対象物に氷や液体が

付着した場合、IR 温度計は正しい温度を表示しません。

保守情報

本製品の校正、保証期間中の修理が必要な場合は、フルーク・キャリブレーションのサービス・セン
ターにお問い合せください。「フルーク・キャリブレーションへのお問い合わせ」を参照してくださ
い。修理を依頼する際には、購入日、シリアル番号などの本製品の情報をお手元にご用意ください。
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本製品の開梱

本製品を丁寧に開梱し、出荷時に生じた可能性のある破損がないか確認してください。輸送時の破損
が認められる場合は、そのことを輸送業者に直ちに知らせてください。

以下の部品があるか確認します : 

• 校正の 4180, 4181 IR Calibrator Report 

• 4180, 4181 の安全に関する情報

• 電源コード

• ターゲット・カバー

• シリアル・ケーブル

仕様と環境条件

仕様

本製品の仕様は表 1 のとおりです。

表 1. 仕様 

4180 4181

温度範囲

( 周囲温度 23 °C 時、放射率 0.95)
 

-15 °C ～ 120 °C 35 °C ～ 500 °C

電源

AC 115 V (±10 %)、 
50/60 Hz、250 W
AC 230 V (±10 %)、 
50/60 Hz、250 W

AC 115 V (±10 %)、 
50/60 Hz、1100 W
AC 230 V (±10 %)、 
50/60 Hz、1100 W

ディスプレイ精度 [1]

-15 °C で ± 0.40 °C 
0 °C で ± 0.40 °C 
50 °C で ± 0.50 °C 
100 °C で ± 0.50 °C 
120 °C で ± 0.55 °C 

35 °C で ± 0.35 °C 
100 °C で ± 0.50 °C 
200 °C で ± 0.70 °C 
350 °C で ± 1.20 °C 
500 °C で ± 1.60 °C 

安定度

±0.10 °C at -15 °C
±0.05 °C at 0 °C
±0.10 °C at 120 °C

±0.05 °C at 35 °C
±0.20 °C at 200 °C
±0.40 °C at 500 °C

均一性 [2]

( 対象物の中心の直径 12.7 cm)

-15 °C で ± 0.15 °C 
0 °C で ± 0.10 °C 
120 °C で ± 0.25 °C 

±0.10 °C at 35 °C
200 ° C で ± 0.50 ° C
500 ° C で ± 1.00 ° C

均一性 [3]

( 対象物の中心の直径 5.08 cm)

-15 °C で ± 0.10 °C 
0 °C で ± 0.10 °C 
120 °C で ± 0.20 °C 

±0.10 °C at 35 °C
200 ° C で ± 0.25 ° C
500 ° C で ± 0.50 ° C

加熱時間
15 分 :  -15 °C ～ 120 °C
14 分 :  23 °C ～ 120 °C

20 分 :  35 °C ～ 500 °C

冷却時間
15 分 :  120 °C ～ 23 °C
20 分 :  23 °C ～ -15 °C

100 分 :  500 °C ～ 35 °C
40 分 :  500 °C ～ 100 °C

安定までの時間 10 分

公称放射率 [3] 0.95

温度計の放射率補正範囲 0.9 ~ 1.0

対象物の直径 152.4 mm (6 in)

コンピューター・インターフェース RS-232
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環境条件

本製品は耐久性が最善で、トラブルのないように設計してありますが、注意深く取り扱う必要があり
ます。本製品は、極端にほこりや汚れが多い環境で操作しないようにしてください。本製品は屋内の
みで使用してください。メンテナンスおよびクリーニングに関する推奨事項は、www.fluke.com. の

『4180、4181 テクニカル・ガイド』でご覧いただけます。 

4180 4181

サイズ ( 高さ x 幅 x 奥行 )
356 x 241 x 216 mm

(14 x 9.5 x 8.5 in)

重量 9.1 Kg (20 Ib) 9.5 Kg (21 Ib)

環境温度 5 ℃～ 35 ℃

周囲相対湿度 温度が 31 ℃ 未満の場合は最大 80%、40 ℃ までは直線的に 50 % に低下

高度 2000 メートル未満

ヒューズ
115 V: T 6.3 A、250 V
230 V: T 3.15 A、250 V

115 V: F 10 A、250 V
230 V: F 5 A、250 V

安全性
IEC 61010-1: 過電圧カテゴリー II、汚染度 2

IEC 61010-2-010

電磁両立性 (EMC)

国際規格 .................................IEC 61326-1：基本的な電磁環境 
CISPR 11: グループ 1、クラス A 

グループ 1: 機器自体の内部機能に必要な伝導結合 RF エネルギーを意図的に生成 / 使
用する機器です。 
クラス A: 商業施設、電気設備など低電圧電力供給網に直接接続された施設での使用
に適した機器です。他の環境では、伝導妨害や放射妨害のため、電磁両立性を確保す
ることが難しい場合があります。 
注意: 本製品は住宅環境での使用を想定しておらず、そのような環境では電波受信に
対する保護が十分でない場合があります。  

韓国 (KCC).................................. クラス A 機器 ( 産業用放送通信機器 ) 
クラス A:  本製品は産業電磁波装置要件に適合しており、販売者およびユーザーはこ
れに留意する必要があります。この製品は商用としての使用を意図しており、一般家庭
で使用するものではありません。 

米国 (FCC) .................................. 47 CFR 15 サブパート B。本製品は 15.10 条項により免

除機器と見なされます。

[1] 8 mm ～ 14 mm のスペクトル帯の温度計の場合、放射率を 0.9 ～ 1.0 に設定します。

[2] 均一性仕様は、スポットのサイズが異なる IR 温度計が対象物の中心に焦点を合わせてどのように同じ温度を測定するかを示しています。

[3] 対象物の公称放射率は 0.95 ですが、放射率に関連する不確実性を最小限に抑えるために放射分析で校正されています。

[4] 本製品の物理的な制限により、4181 の最大温度は 0.95 を超える放射率設定に制限されています。詳細については、表 5 を参照してください。

表 1. 仕様 ( 続き )
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クイック・スタート

設定

注記

本製品は、[SET PT .(PT の設定。)] パラメーターが有効になるまで加熱、冷却、制御しませ

ん。

本製品の周りに少なくとも 15 cm の空きを残して、平らな表面の上に本製品を置いてください。機

器の上部には空間が必要です。キャビネットまたは構築物の下には置かないでください。

本製品の電源コードを、適切な電圧、周波数、および電流機能のメイン・コンセントに差し込みます 
( 電源の詳細については、「仕様と環境条件」を参照してください )。公称電圧が、本製品の背面にあ

る電源入力モデルに示されている電圧に対応していることを確認します。ターゲット・カバーを取り
外します。

本製品の電源を入れる

電源入力モジュールのスイッチを切り替えて、本製品の電源をオンにします。短い自己診断の後、コ
ントローラは通常の動作を開始するはずです。メイン画面が 30 秒以内に表示されます。本製品が正

常に作動しない場合は、電源の接続を確認してください。ディスプレイには対象物の表面温度が表示
され、作動を続行する前にユーザーの入力を待ちます。

[SET PT. (PT の設定。)] を押し、矢印ボタンを押して目的のセットポイント温度を設定します。

[Enter ( 入力 )] を押してセットポイントを保存し、本製品を有効にします。5 秒後に本製品が正常に

作動し始め、指定されたセットポイントまで加熱または冷却を行います。
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各部の説明

このセクションでは、本製品の外観について説明します。すべてのインターフェース・ボタンは、本
製品の前面にあります ( 表 2 を参照してください )。電源およびシリアル接続は、本製品の背面にあ

ります ( 表 4 を参照してください )。

フロントパネル

表 2 は正面パネルを示しています。

表 2. 正面パネル 

A
ディスプレイは、明るい LED バックライトを備えた 240 x 160 ピクセルのモノク

ログラフィック LCD デバイスです。ディスプレイには、現在の制御温度、測定値、

ステータス情報、作動パラメーター、ソフトキー機能が表示されています。

.
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B

SET PT. (PT の設定。) ボタンを使用すると、本製品を目的のセットポイントまで

加熱または冷却できます。SET PT. (PT の設定。) が有効になるまで、本製品は冷

却または加熱を行いません。本製品は、オペレータおよび本製品の安全のためス
リープ状態にあります。

C °C/°F ボタンを押すと、表示される温度の単位が °C から °F、および °F から °C に
変わります。

D
MENU ( メニュー ) ボタンを使用すると、すべてのパラメーターおよび設定メ

ニューにアクセスできます。メイン・メニューからソフトキーを使用して、サブメ
ニューや各種機能にアクセスします。

E EXIT ( 終了 ) ボタンを使用すると、メニューが終了し、新しく入力した値がキャン

セルされます。

F 矢印ボタンを使用して、カーソルをディスプレイ上で動かし、ディスプレイのレイ
アウトを変更してディスプレイのコントラストを調整します。

G ENTER ( 入力 ) ボタンを押すと、メニューが選択され、新しい値が確定します。

H
ソフトキーは、ディスプレイ (F1 ～ F4) のすぐ下にある 4 つのボタンです。ソフ

トキーの機能は、ボタンの上のディスプレイに表示されています。選択したメ
ニューまたは機能により、キーの動作が変わります。

I

ブロック温度インジケータは、ターゲット・カバーを取り付けても安全であること
を示しています。対象物が約 50 °C を超えるとインジケータが点灯します。インジ

ケータは、対象物が約 50 °C 未満に冷却されるまで点灯します。本製品を主電源か

ら外すと、対象物の温度が約 50 °C 未満になるまでインジケータが点滅します。

表 2. 正面パネル ( 続き )



Precision Infrared Calibrator  
クイック・スタート

9

ディスプレイ

表 3 はディスプレイを示しています。

表 3. ディスプレイ 

A プロセス温度 - 現在のブロック温度測定値が大きな数字で表示されます。

B 現在の セットポイント温度。

C 現在の赤外線温度計の 放射率設定 (IRT e)。

D 選択された現在の 校正波長 (CAL l)。本製品が校正された波長帯。

E 安定性ステータス - グラフには、本製品の安定性についての現在のステータスが

表示されます。

F
加熱 / 冷却ステータス - 棒グラフは、加熱、冷却、またはカットアウトを示してい

ます。このステータス・グラフは、本製品がカットアウト・モードでない場合に、
加熱または冷却の現在のレベルを示します。

G
�������������

ソフトキー機能 ( 図には示されていません ) - ディスプレイ下部の 4 つのテキスト

セットは、ソフトキーの機能 (F1 ～ F4) を示しています。これらの機能は、各メ

ニューで変わります。

H
�������������

本製品のセットアップおよび使用中に、パラメーターの入力または選択が必要に
なることがよくあります。編集ウィンドウ がディスプレイに表示され、パラメー

ターの値が表示され、編集が可能になります。
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背面パネル

表 4 は背面パネルを示しています。

表 4. 背面パネル 

A ファンは、本製品の背面の中央にあります。ファンのエア・フローを妨げないよ
うにしてください。本製品の周囲に 15 cm 程度以上のエア・フローを確保します。

B

電源コードを電源入力モジュールに接続します。「仕様と環境条件」で指定される
ように、電源入力モジュールに表示される電圧に適した AC 主電源にコードを接

続します。 
電源スイッチは、本製品の電源入力モジュールにあります。

ヒューズは、本製品の電源入力モジュール内にあります。必要に応じて、「仕様と
環境条件」に従いヒューズを交換する必要があります。

C シリアル (RS-232) インターフェースを使用して、測定値の送信と本製品の作動制

御を行うことができます。
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言語

構成に応じて、異なる言語にディスプレイを設定します。

• ヨーロッパ : 英語、フランス語、スペイン語、イタリア語、ドイツ語、中国語、日本語

• ロシア :  ロシア語、英語

言語の選択

システム・メニュー / ディスプレイ設定の下の [Menu ( メニュー )] システムの言語。左右の矢印ボタ

ンで表示される言語を選択します (『テクニカル・ガイド』の「システム・メニュー」を参照 )。図 1 
を参照してください。

図 1. 言語の選択

英語にリセットする

F1 と F4 を押して英語を一時的に表示するか、選択した言語に戻ります。電源をオフにしてオンにし

た後に、選択した言語が再開されます。永続的に英語を選択するには、「言語の選択」の手順に従い
ます。

氷の付着とパージ手順 (4180 のみ )
工場では、本製品の校正は対象物に氷や湿気がない状態で行われます。対象物の上の氷や湿気によ
り、対象物の放射率と見かけ温度が変化します。対象物に氷や湿気がある場合 ( わずかな量であって

も ) は、ディスプレイの温度精度は無効です。また、氷が付着すると表面コーティングが損傷し、放

射分析的校正のドリフトが発生します。

氷の付着を常に避けてください。円滑に行うには、本製品に付属のパージ・インレット付きカバーを
使用してください。フルーク・キャリブレーションでは、露点以下の任意のセットポイントでター
ゲット・カバーを使用することをお勧めしています。対象物が使用される環境の周囲湿度に応じて、
露点はその環境の周囲温度と同じ高さになる可能性があります。

パージ手順

カバーを使用すると、露点以下の温度で対象物を使用できます。対象物が覆われている間は、氷を形
成する可能性は低くなります。ターゲット・カバーには、氷の付着を防止するためのパージ・イン
レットがあります。パージを使用するには、外径 6 mm のチューブが必要です。ターゲット・カバー

のパージ・インレットにチューブを接続します。パージには乾性ガスを使用してください。これは、
ガスには -15 °C 以上の露点があることを意味しています。  
フルーク・キャリブレーションでは、窒素や乾燥した空気を推奨しています。ガスに水蒸気が含まれ
ている場合は、対象物に氷または湿気が形成されます。パージには、2.4 リットル / 分 ～ 4.8 リット

ル / 分 (5 CFH ～ 10 CFH) の比較的低い流量を使用します。
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対象物に氷が形成される可能性があるため、5 秒以上カバーを外さないでください。露点以下で測定

を行うには : 

1. ターゲット・カバーを所定の位置に置きます。

2. セットポイントを目的の温度に調整し、機器がその温度で安定するようにします。

3. 対象物が安定したら、ターゲット・カバーを取り外します。

4. サンプルを採取します。

5. ターゲット・カバーを元に戻します。

対象物の氷の付着を除去する

少量の氷が形成されている場合は、対象物にカバーをして、パージ・ガスで氷を昇華させます。氷が
多い場合や、または使用可能なパージがない場合は、対象物が覆われていない状態で、本製品のセッ
トポイントを 50 °C 以上の温度に変更します。対象物を使用できるようにする前に、氷をすべて溶か

して、水を乾燥させるようにします。対象物を拭かないでください。

IR 温度計の放射率を設定する

本製品は、放射分析的校正を使用して校正が行われています。校正は、高精度の IR 温度計を使用し

て行われています。本製品の校正中、IR 温度計の放射率設定は、0.950 です。本製品で IR 温度計を

校正する場合は、IR 温度計の放射率を 0.950 に設定することを推奨します。一部の IR 温度計には、

放射率を調整する設定がありません。ほとんどの場合、放射率は 0.95 に設定されます。いずれの場

合も、本製品の見かけの放射率設定も 0.95 に設定する必要があります。安全上の問題と機器の物理

的な限界により、0.95 以外の放射率設定を使用する場合、機器の温度範囲が指定範囲から制限され

ることがあります。この制限の表は、表 5 に示します。

IR 温度計の放射率が 0.95 に設定されていない場合、本製品は放射率を調整できます (IRT ɛ の場合、

0.90 ～ 1.00)。コントローラ・メニューで IRT ɛ にアクセスする方法に関する情報については、「強制

対流および対流」を参照してください。
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校正中の IR 温度計の放射率設定がご不明な場合、IR 温度計のユーザー・ガイドをご覧になるか、ま

たは IR 温度計の製造元にお問い合わせください。

表 5. 見かけ温度の制限

強制対流および対流

本製品は表面積が広いため、温度の不確実性の主な要素は対流の変化によって引き起こされます。こ
のため、大量のエア・フローや吸込みのある場所に本製品を近づけないでください。

4180 4181

ɛ 高温 (°C) 低温 (°C) 高温 (°C) 低温 (°C)

0.90 120.0 -15.0 500.0 35.0

0.91 120.0 -15.0 500.0 35.0

0.92 120.0 -15.0 500.0 35.0

0.93 120.0 -15.0 500.0 35.0

0.94 120.0 -15.0 500.0 35.0

0.95 120.0 -15.0 500.0 35.0

0.96 119.2 -14.5 496.6 35.0

0.97 118.4 -14.0 493.2 35.0

0.98 117.6 -13.5 489.8 35.0

0.99 116.8 -13.0 486.4 35.0

1.00 116.0 -12.5 483.0 35.0
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メニュー階層

温度設定メニュー

図 2 のように、温度設定メニューが表示されます。

図 2. 温度設定メニュー
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プログラム・メニュー

図 3 のように、プログラム・メニューが表示されます。

図 3. プログラム・メニュー
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システム・メニュー

図 4 のように、システム・メニューが表示されます。

図 4. システム・メニュー



Precision Infrared Calibrator  
メニュー階層

17

温度メニューを表示する

図 5 のように、温度メニューが表示されます。

図 5. 温度メニューを表示する
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トラブルシューティング

本製品が正常に機能していないように見える場合は、表 6 が問題の特定と解決に役立ちます。この表

には、起こり得る問題の状況と考えられる原因および解決方法が記載されています。問題が発生した
ら本セクションを注意深く読み、問題を把握して解決してください。本製品の故障が考えられる、ま
たは問題が解決できない場合は、認定サービス・センターまでお問い合わせください。装置のモデル
番号、シリアル番号、および電圧が使用可能であることを確認してください。

表 6. トラブルシューティング、問題、原因と解決方法

症状 原因と解決方法

本製品の電源が投入されない

ヒューズを点検してください。ヒューズが切れた場合、電源
サージまたは部品の故障が考えられます。ヒューズを交換して
ください。仕様より大きな電流定格のヒューズには交換しない
でください。常に同じ定格、同じ電圧、同じ種類のヒューズと
交換してください。再びヒューズが切れた場合は、部品の故障
が考えられます。

電源コード。電源コードがコンセントに差し込まれ、装置に接
続されていることを確認します。

AC 主電源。機器に電源を供給する回路がオンになっているこ

とを確認してください。

ディスプレイに何も表示されない

本製品の電源投入 :  4180 – ファンがオン

になる、4181 – 電力リレーがカチッと鳴

るが何も表示されない

コントラスト。画面のコントラストを確認します。下矢印キー
を切り替えて、画面コントラストの明るさを確認します。

コントラストが問題でない場合は、認定カスタマー・サービ
ス・センターに連絡してください。

本製品がゆっくりと熱くなる

スキャン・レート。スキャン・レートの設定を確認します。現
在の用途で設定されている 1 分あたりのスキャン・レートが

低すぎる場合があります。

ディスプレイに異常な温度が表示される
センサーが接続されていないか、断線またはショートしていま
す。詳細については、サービス・センターにお問い合わせくだ
さい。

ディスプレイにカットアウトと表示され
る

カットアウト。ソフト・カットアウト・メニューで設定された
温度を本製品が超えている場合、または本製品の最大作動温度
を超えている場合は、カットアウト状態が発生します。この場
合、ユニットはカットアウト・モードになり、ユーザーがこの
コマンドを発行してカットアウトをクリアするか、SET PT. 
(PT の設定。) キーを使用して機器をリセットし、カットアウ

ト・モードをクリアして本製品を有効にするまで、ユニットは
能動的に加熱または冷却を行いません。

リセット。アプリケーションに合わせて、ソフトウェアのカッ
トアウトを調整する必要があります。カットアウト・メニュー
を開始して、カットアウト設定を確認して調整します :  メ
ニュー | 温度の設定 | カットアウト。

見かけ温度が表示されている温度ではな
く、間違って読み取っている温度でもな
い

作動パラメーター。本製品のすべての作動パラメーターが、本
製品とともに送付された証明書のレポートと一致していること
を確認します。

電気的干渉。モーター、溶接機、または近くの高周波発電設
備、アース・ループなどの電気的干渉の原因を探してくださ
い。
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